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HORIZONTAL SKYSCRAPER
資本主義の象徴たる高層ビルは地面を Z軸方向に複製して富を生み出す
装置である。自然とは切り離され、今自分が何階にいるのかわからない。
都市、自然、スラブ間、スラブとコアとの間など様々な断絶が生まれ、
それらを抱え込んで立つ。
一方、桂川を阪急が渡る地域は公園、道路、団地、堤防、川、堤防とま
るで高層ビルのスラブのように断絶する線が並ぶ。そこに高層ビルを倒
して重ね合わせることで新時代のHorizontal Skyscraper を構想した。

21世紀に生きる我々を包み込む都市には当たり前の
ように高層建築が乱立する。そんな無自覚な現状に
対して根源的な問いを立てたのがこの作品だ。高層
ビルを地球表面から 90°そのまま倒すという直感的
かつ野心的な操作に対して、実に様々な視点から分
析を施している。種々の分析に対して、設計者なり
の建築的回答はまだ作品からは読み取り難いが、今
後導かれるであろう彼の結論に期待したい。
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平田研　清岡 鈴 
Rin KIYOOKA

始まりのところ
ふるさと、と聞くと、多くの人は自分が愛着を持った「ここではないあ
の場所」を思い浮かべるのではないでしょうか。私は、生活の場として
いる住宅の中で、住人が今いるところを受け入れて暮らしを展開させて
いく、そのような場所を目指して設計しました。身の回りに存在するま
ちの要素によって異なる質を帯びた 24つの部屋は、この場所に強く結び
ついたふるまいを生むと考えられます。

神吉研　豊永 嵩晴
Takaharu TOYONAGA

記憶の現像術
初めて訪れた場所なのに、どこか懐かしいのはなぜだろう。そんな素朴
な問いから本研究は始まる。人は空間を見るとき、自らの記憶から生じ
る空間のイデアを重ね描いている。その像を写真上に表象し、建築空間
へと現像する思考実験である。今から１００年前のわずか９年間、現在
の加茂駅―奈良駅間 9.9kmを赤い蒸気機関車が駆け抜けた大仏鉄道廃線
跡。記憶が儚げに宿るこの敷地で、写真をツールとした光の記憶の空間
化手法を試みる。

大崎研　中里 桂也　野村 祐司　丸山 悠斗
Keiya NAKASATO　Yuji NOMURA　Yuto MARUYAMA

  線と屋根　/　数式の空間　/　いごこち たちごこち
図形から立体を見出し、空間を創出した。構造条件を考慮しつつ、単純な
部材で軽やかに美しく包む空間を作れば、豊かな体験が得られると考えた。
（中里）
数式で与えられえる形に、構造的・計画的に手を加えて、外部と内部が混
ざり合う、3D曲面からなるシェル構造の展示空間を設計した（野村）
人々の「いごこち」を構造負荷の最適化問題を解く、すなわち「たちごごち」
から考えるという実験的なアプローチにより新たな空間を提案する（丸山）

展示会場にパースはなく、25枚の平面図が並んでい
た。ふるさとという温かな、ともすると主観的にな
りすぎてしまうテーマを理性的に解体 ･構築した姿
勢が印象的であった。住宅という限られた敷地内に
ふるさとを発見するという興味深いテーマを立て、
垂直方向に解決策を求めた。上昇に応じて各部屋か
ら見える風景に変化が生じ、街が建築に吸収される
ように各部屋の空間性が更新されるというイメージ
は、都会にふるさとを見出す希望のようにも見えた。

鉄道廃線跡の「場所の記憶」という抽象的な概念に
真摯に向き合い、それを建築として表現した力作で
ある。この建築は過去を幻視するための装置である。
建築空間での体験を写真撮影になぞらえて分解し、
多重露光のように重ね合わせることで一つのイメー
ジを成立させるアイデア、そして、各建築群の造形
どちらもが魅力的にまとめられている。現実的な場
所と、抽象的なイメージとの間を自由に横断する作
者の柔軟な発想に今後も期待したい。

今年度初の試みとして構造デザインを専門とする大
崎研究室が 4回生のスタジオ設計課題を担当した。
コンピュータによる解析技術の使用を要求する本課
題はこれからの建築業界を考える上で無視できない
ものであるだろう。彼ら大崎研の学生が表現した解
答は他の学生とは一線を画すものに感じ、意匠を学
ぶ私には特に印象的に映った。ただ、デザインの面
では稚拙な部分もあり、今後彼らの成長と大崎研究
室の課題の継続が期待される。
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gravure
ダニエルスタジオ Urban Farming in Katsura
DANIELL Studio

桂川沿いの地域は、自然景観、公共空間、都市農業の観点から京都にとって重要な地区である。
この課題では、それぞれ学生が川沿いの未開発な場所を選択し、都市農業を中心とした、公共ス
ペースなどを含んだ複合施設をデザインする。景観や水景に対する建築の影響、相互作用する
新しいコミュニティ空間の創出、そして生活空間と農業の統合を目指す。

スタジオ設計課題概要 

平田スタジオ 『ふるさと』から生まれる建築
HIRATA Studio

「ふるさと」とは、一体性と隔たりの両方を含んだ言葉だ。想像力の中で自分自身がそこに含まれている、ある美しい風景。しかしそれ
は、離れているからこそ対象化できるものでもある。突き詰めていえば、それは無限遠の原点とか原風景のようなものなのかもしれない。
さまざまな含意を持った「ふるさと」から立ち上がる、新しい美しさ、あるいは卓越性を持った建築を提案して欲しい。

神吉スタジオ 場所の力
KANKI Studio

これまでにない変化をみせる現代の都市・地域で、どのようなランドスケープが受け継がれ創造され得るだろうか。新しいランドスケー
プにむかうために、場所に潜む力を読み、その力を顕在化させる建築と都市・地域空間の提案をめざす。各人が選ぶ敷地およびその位
置する都市・地域の「場所の力」の読解作業を重視しつつ進める。敷地は、現地調査可能な範囲、又は資料等で敷地を十分に説明でき
る場所から、自由に選ぶ。

大崎スタジオ コンピュテーションが形作る建築空間
OHSAKI Studio

近年の施工技術・コンピュータ技術の急速な発展にともない、複雑な形態の建築が数多く現れるようになってきている。意匠のみならず、
構造・環境・施工などの種々の設計条件を満足し、高度に調和させるためにコンピュテーショナルデザインやアルゴリズミックデザイン、
ジェネラティブデザインと呼ばれる設計手法に注目が集まっている。
本スタジオでは、大崎・張研究室助教の林和希先生ご指導の下、コンピュータによる解析技術を用いた建築形態創生の可能性を探求する。
プログラム・敷地等に制限は設けないが、コンピュータやデジタルファブリケーションなどの技術を積極的に用いることとする。また、
構造力学やプログラミングの知識を必ずしも前提とはしないが、適宜学習しながら課題に取り組むものとする。
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GRAVURE Students' Works : 4th Year Studios

DANIELL Studio / AKITA

自然との境目は強固に防護されている。
自然との断絶 コアは分厚い壁に囲まれ、閉じられている。

コアとの断絶

スラブ間の移動はコアを介してのみ実現する。
スラブの断絶

都市の文脈を無視した自己シンボル性
都市との断絶

HORIZONTAL SKYSCRAPER
元来、人間は地面に這いつくばって生活してきた。
それが技術の進歩により、地面を複製し、地面からはなれて平面を作り出すことができるようになった。
20世紀に登場した高層ビルは、その流れを加速し、人間はますます地面から離れていく。
その結果、高層ビルは数多くの断絶を抱え込む。そんな高層ビルを水平に倒し、地面に近づけ
てみる。
敷地は京都市の西、阪急京都線の桂川橋梁。
阪急京都線をZ軸と見立てると、ここには数多くの断絶が存在する。ここで、
高層ビルを倒すことでその完成されたシステムを移植し、新しい
Skyscraper が作られる。

よく考えてみれば高層ビルは不思議だ。地
面から離れると同時に自然はその厳しさを
増す。それに合わせて高層ビルは殻を分厚
くする。それはまるで大気圧から守られた
水銀柱のよう。
垂直方向に伸びたことによって逆説的に垂
直方向のつながりは消失し、自分が何階に
いるのかすら分からない。
体積は３乗で増える一方で表面積は２乗で
しか増えず、行き場を失ったアイデンティ
ティは自己を彫刻化することで発散され
る。結果として都市のコンテクストを無視
した高層ビルが林立する。
そんな断絶にあふれた高層ビルを敷地の断
絶と重ね合わせ、倒してみる。

高層ビルと断絶

高層ビルが資本主義社会において情報から
情報を生成する場所であるとするならば、
新しいHorizontal Skyscraper にふさわ
しいのは生から生を生み出す家と農業とい
う二つの機能だろう。垂直に立つ壁に張り
付く住空間は新しい関係性を産み、桂川か
ら吸い上げた水と電気によって植物工場は
稼働する。

住宅と植物工場
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GRAVURE Students' Works : 4th Year Studios

HIRATA Studio / KIYOOKA
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GRAVURE Students' Works : 4th Year Studios

KANKI Studio /TOYONAGA
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GRAVURE Students' Works : 4th Year Studios

OHSAKI Studio / NAKAZATO NOMURA MARUYAMA

線分を回転角 ș�ごとに回転させていく

ș3ș4ș5ș 2ș

ș�=1 で回転させた線分を用いる

線分の周期性から二つのグループに分ける

２つのグループに分けた直線を、それぞれ奥と手前に長さ分張り出す

それらの部材端を支点とするような釣り合い形状を求め、ケーブル構造を形成する回転させた線分の回転軸とした直線の上半分のみを扱う

\�= tan nș ( x-         )nl
100 ( 0 ≦ x ≦ L )

( Q�= 1, 2, ・・・,100 )

l：軸線長さ ș：回転角 L：線分の長さ

1. 支柱端部の変位は微小変位と見なし、支店部材の変形によるケーブル軸力の変化は考慮しない。

2. 釣り合い状態でのケーブルの軸力を解析により求め、軸部材ごとの支点反力を計算する。

3. 片持ち梁一本ごとの荷重をモデル化し、支点部分の軸力と曲げモーメントを求める。

4. 片持ち梁支点のモーメントが軸部材に設定する鋼管の断面二次モーメントを超えないように軸部材を選ぶ。

5. ケーブル断面は直径 1cmの鋼材とする。

ケーブル 1本にかかる荷重が 80.5kN/cm2

ケーブル断面積 Ak = 0.25ʌ cm² ≒ 0.785 cm

合力ベクトル F ≒ 210 kN 70kN
70kN

70kN

部材断面L

θ

ĳ

部材端にかかるモーメントは

( 単位荷重Ȧ)= A・( 単位重量 )
( 鋼材の単位重量 )=7.85 kN/m³

軸部材にかかる外力は部材軸の法線方向のケーブル軸力が主なため、軸力による柱の座屈は考えず、曲げ降伏のみを考慮する。

�
L

0
Ȧ[・cos ș�G[ = Ȧ/2

2 cos ș( 部材端にかかる自重によるモーメント )=

ケーブルにかかる応力は解析結果より、付着する膜材を考慮して最大でおよそ 90 kN/cm²
軸力は F = 90kN × ( ケーブル断面 AK) ≒ 70 kN

L≒10 m ĳ ≒ 2
ʌ として概算する

Fsin ĳ・L = 2100 kN・m

ș�≒ 0
Ȧ/2

2
cos ș = 50Ȧ = 392.5 A kN・m

A：部材断面積 

部材にかかる最大の曲げ応力を求めるため

部材端にかかる軸力は

軸部材にかかる最大応力は M
Z

N
A+

ー F�sin ĳ�・LȦ[²
2 cos șM =

ー )�cos ĳ�Ȧ/sin șN =

これが鋼材の降伏応力 ı� �����N/mm2を超えないように断面を設定する。

= 0

190.7mm

6.0mm
S = 5:1

A = 34.82 cm2 
Z = 156 cm3 

外径 190.7 mm 厚さ 6.0 mm の鋼管を軸部材に設定する

このとき、
M
Z

= 74.1 N/mm²

となり、降伏しない条件を満たす。

0.6530π

0.2672π

0.3485π

0.4914π

0.5119π

0.6339π0.3960π

0.0236π

0.0767π

0.1376π 0.4011π

0.0000

　　　柱の形状のaの値による比較(左からa＝0.1, 0.25, 0.37(＝最適), 0.6 )
　　　各柱のひずみの分布

▼ 柱の形状決定プログラム（grasshopper）

たちごこち　～構造的操作～
　今回は柱の位置と形状を構造最適化によって決定する。　
　柱の位置について、屋根の正射影平面の分割面を各柱の移動領域とし、ひずみエネルギーと曲げエネルギーの和が最
小になる位置をgalapagosによってuv値で算出する。
　また各柱の形状についても、各柱のくびれの高さと半径、底面の半径、曲率などの値を下図のようにパラメーターとし
て設定し、位置の最適化と同様にエネルギーの和が最小となるように各値を最適化していく。

▶ 各柱の位置を決定するプ
ログラム（grasshopper）

▼ 各柱の位置を最適化した
場合の位置の比較
左：全柱のuv値が（0.5,0.5）
右:最適化した後

大崎研スタジオコンピュテーションが形作る建築空間
　近年の施工技術・コンピュータ技術の急速な発展にともな
い，複雑な形態の建築が数多く現れるようになってきている。意
匠のみならず，構造・環境・施工などの種々の設計条件を満足
し，高度に調和させるためにコンピュテーショナルデザインやア
ルゴリズミックデザイン，ジェネラティブデザインと呼ばれる設
計手法に注目が集まっている。
　本スタジオでは，コンピュータによる解析技術を用いた建築
形態創生の可能性を探求する。プログラム・敷地等に制限は設
けないが，コンピュータやデジタルファブリケーションなどの技
術を積極的に用いることとする。また，構造力学やプログラミン
グの知識を必ずしも前提とはしないが，適宜学習しながら課題
に取り組むものとする。

中里桂也線と屋根
OSAKI Studio/ Keiya NAKAZATO・ Yuji NOMURA・ Yuto MARUYAMA


